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介護人材に関する意見 

 

公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会  

副会長 田中愽一 

１ 外国人介護福祉士資格取得者の在留資格を認めることに賛成 

介護人材不足、将来の労働力減少さらに経済・社会のグローバル化を鑑み、外国人労働者の受

け入れはやむを得ない状況であり、専門的・技術的分野に新たに「介護業務」として、国家資格

である介護福祉士有資格者の在留を認めることに賛成である。 

 

２ 技能実習制度による外国人介護労働者の受け入れに反対 

一部マスコミによると、介護労働は「専門性や技能の高くない労働」という理解であるが、介

護は直接要介護者の身体に触れる行為や日本語のコミュニケーションが必要な業務であり、とり

わけ 470万人といわれる認知症の介護は専門的知識と技能が求められ、単純労働といわれるもの

ではない。介護事故が発生すれば命にかかわることもあり、事業者責任と介護者自身の過失責任

が問われることになる。介護事故（過誤）の予防や介護の質を担保するために「技能実習制度」

による外国人実習生の受け入れは反対である。 

 

３ 外国人に予備職業教育の実施と養成施設における教育をする 

現行 EPAによる外国人介護福祉士の候補者にとって、介護福祉士国家試験の日本語が難解であ

るが、平成 25年度の合格率は約 40％となり初受験者の合格率は 50％を越えてきている。合格率

向上のために、語学支援をさらに充実すべきである。フィンランドの事例では、移民のために 1

年間の予備職業教育（フィンランド語と文化・生活様式）を受け、それから 3年間の介護福祉士

課程で学ぶ教育している。 

日本においても、外国人を留学生として養成施設で受け入れ、日本語・日本文化を理解する教

育を取り入れて体系的な技術と知識を修得させ、要介護者が安心して介護を受けることができる

人材を育てるような長期的展望が必要である。介護福祉士養成は「研修」ではなく「教育」の視

点が重要である。 

 

４ 介護福祉士は働きがいのある人間らしい仕事の資格に 

国家資格である介護福祉士制度は、昭和 62 年（1987）に創設され、同時に養成施設で専門教

育を開始し 26 年の歴史がある。介護福祉士養成教育は 2年間（1850時間）で、“根拠のある介護”

を実践する職業能力を修得させ、要介護者の QOL（生活の質）を向上させる能力を持つ。国は介

護福祉士の社会的評価を高め、仕事に見合う処遇を構築し、介護福祉士が「働きがいのある人間

らしい仕事」に就労する施策を実施すること。 

 

５安易な解決策では日本の介護に未来はない 

周知のとおり世界は、日本国が高齢社会の諸課題にどのように対処するか極めて関心が高い。

とりわけ、介護問題は諸外国が注目しており、外国人を単純労働として低賃金で介護に従事させ

る形での施策では世界に範を示せず、むしろ、日本の介護が崩壊する。
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介護福祉士資格の取得方法は３ルート 

 

  
出典：「介護福祉士養成施設の現状と課題」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 
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養成課程のカリキュラム比較（1,850 時間と 450 時間） 

 

 

  

教育内容 時間数 教育内容 時間数

人間の尊厳と自立 30以上

人間関係と
コミュニケーション

30以上

社
会
の
理
解

社会の理解 60以上

小計 240 40

介護の基本 180 介護の基本 30

コミュニケーション技術 60 コミュニケーション技術 20

生活支援技術 300 生活支援技術 50

介護過程 150 介護過程 90

介護総合演習 120

介護実習 450

小計 1,260 小計 190

発達と老化の理解 60 発達と老化の理解 30

認知症の理解 60 認知症の理解 30

障害の理解 60 障害の理解 30

こころとからだのしくみ 120 こころとからだのしくみ 80

小計 300 小計 170

医療的ケア 50 医療的ケア 50

1,850 450合計

35
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択

  ※上記必修科目のほか、人間と社会
     に関する選択科目
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領域 領域

小計

養成施設（大学・短大・専門学校） 

1,850時間 

 

実務経験（６月） 

450時間 

出典：「介護福祉士養成施設の現状と課題」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 
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介護福祉士養成施設卒業者の進路 

 

  
出典：「介護福祉士養成施設の現状と課題」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 
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介護福祉士登録者数累計の推移 

 

   

 

 

 

 

出典：「介護福祉士養成施設の現状と課題」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 
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介護福祉士養成施設入学者数の推移 

 

 

 

出典：「介護福祉士養成施設の現状と課題」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 

 

－6－ 
 



 

介護福祉士国家試験結果（第 25 回、第 26 回） 

 

[合格率] 

 第 25 回 第 26 回 

全受験者 64.4％ 64.6％ 

ＥＰＡ

候補者 

全体 39.8％ 36.3％ 

・初受験者 38.8％ 54.1％ 

・再受験者 55.2％ 12.9％ 

 

[各国の初受験・再受験別合格者数] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省社会・援護局福祉基盤課資料より公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会が作成  
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介護福祉士の職業能力評価 

出典：「離職者訓練制度を活用した平成 23年 3月修了生の就職先における職業能力評価に関する調査報告書～介護福祉士と  

職業能力～」、公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会、平成 26年 3月 

 

 

 

 

 

 

3.03

2.92

2.73

2.83

2.96

2.46

2.95

2.83

2.96

2.97

3.21

2.10点

2.40点

2.70点

3.00点

3.30点

①他者に共感でき、

相手の立場に立って

考えられる姿勢を身につける

②あらゆる介護場面に

共通する基礎的な介護の

知識・技術を習得する

③介護実践の根拠を理解する

④介護を必要とする人の潜在的能力

を引き出し、活用・発揮させることの

意義について理解できる

⑤利用者本位のサービスを提供するため、

多職種協働によるチームアプローチの

必要性を理解できる

⑥介護に関する社会保障の

制度、施策についての

基本的理解ができる

⑦他の職種の役割を

理解し、チームに参画

する意義を理解できる

⑧生活状態を把握し、自立支援

に資するサービスを総合的、

計画的に提供する

⑨円滑なコミュニケーション

の取り方の基本を身につける

⑩的確な記録、記述

の方法を身につける

⑪人権擁護の視点、

職業倫理を身につける
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